
（様式－２）
応募技術概要書
	　　　　テーマ名
	○○○○○○○○技術
　（今年度テーマの中から応募技術が該当するテーマ名を１つだけ記入）

	ふりがな
技  術  名  称
	 

	副　　　　　題
	  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	開  発  体  制
（応募者が複数又は応募者の他に共同開発者がいる場合に記入、単独であれば無記入）
	（各応募者等が携わった技術開発の具体的な内容）

	
	
	（開発体制のフロー図等）
	

	
	（応募者：○○○○）
　　（応募者が携わった具体的な内容を記入、複数の場合は以下同様に列記）
（共同開発者：○○○○）
　　（共同開発者が携わった具体的な内容を記入、複数の場合は以下同様に列記）


	技術の概要
 （200字以内）
	

	 適用分野
	１．河川　２．海岸　３．砂防　４．ダム　５．道路　
６．建築　７．港湾　８．空港　９．共通　10．その他(　　　　　　)
　（２つまで重複可とし、それ以上の場合は「９．共通」に○）

	 技術区分
	１．調査･計測　２．計画･設計　３．工法　４．機械　５．材料
６．製品　７．システム　８．ソフト　９．共通　10．その他(　　)
　（適用分野と同様）

	 開発期間（西暦）
	            年　～　　　　　　年  

	 技術の詳細
	１．技術開発の背景及び契機
２．技術開発の目標設定
　【技術開発目標のキーワード】（○は最大３つまで）
  　１．経済性向上　２．工期短縮　３．品質(耐久性、強度等)向上
  　４．安全性向上　５．施工性向上　６．環境の向上　７．その他( )
　【従来技術名称及びその概要】
　　（応募技術を開発するにあたり比較対象とした現在一般的に用いられている従来技　　　術の名称とその概要を記入）
　【具体的な目標設定】
３．技術開発の取り組み
４．開発された技術
  ４－１．応募技術の内容
  ４－２．技術開発の目標の達成度（上記２．のキーワードに対応させ、記入）
　４－３．経済性（上記２．で経済性向上に係る目標を設定した場合は、記入不要）
　４－４．適用範囲
  ４－５．社会に果たす役割（400字以内）
　４－６．外国技術の導入状況
  ４－７．活用後の効果計測方法
    （長期的テーマ（画期的な自然創出技術）に該当する技術のみ記入）
　４－８．写真・図面等

	公募条件との適合性
	

	現在までの活用
実績件数

	　活用実績件数：　　件
（内訳）国土交通省：　　件　　
　　　　他公共機関：　　件（内公社・公団：　　　件）
        民間等　　：　　件
（国土交通省の活用実績：最新のものから10件まで記入）

	
	工事件名
	工事期間
	発注者名

	
	○○○○○○工事
	○○○○～○○○○
	○○地整○○工事事務所

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	

	ＮＥＴＩＳ登録
	１．登録：登録番号；　　　　　　　　
２．未登録
３．登録申請中：申請先の技術事務所名；　　　　　　　　　　

	建設技術審査証明事業等
（取得されている場合のみ記入）
	取得技術名称：
取得会社名：
実施機関名：
建設技術審査証明事業等の番号：
証明年月日：　　　　年　　月　　日

	建設技術評価
港湾技術評価
その他の評価
（取得されている場合のみ記入）
	取得技術名称：
取得会社名：
認定等制度名：
認定等実施機関名：
認定等番号：
認定等年月日：　　　　年　　月　　日

	表彰経歴
（表彰されている場合のみ記入）
	

	グリーン購入法特定調達品目への応募等
（応募されている場合のみ記入）
	提案品目名：
統合品目名：
分類

	特許等取得状況
	

	
	 特許等の名称
	申請手続き
	特許の番号
	分野
	権利保有者
	実施権の扱い

	
	
	申請
	公開
	登録
	
	機械
	工法
	材

料
	その他


	
	許諾しない
	有償

許諾
	無償
許諾

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	


	 再応募技術の確認事項 
（再応募技術の場合のみ記入）

	１．過去の応募年度   
２．過去の応募時の技術名称
３．応募技術の変更・改良事項

	
	変更･改良事項
	過去の応募時の技術内容
	今回の技術内容
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